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土 岐 市 議 会 だ よ り

　
地
域
の
歴
史
・
資
源
・
文
化
・
伝
統
・

観
光
関
連
施
設
等
の
案
内
看
板
に
つ
い
て

設
置
形
式
、
設
置
場
所
、
市
が
関
与
、
補

助
に
よ
り
設
置
し
た
も
の
は
。

　

岐
阜
県
の
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
り
、

一
定
規
模
以
上
の
看
板
を
設
置
す
る
場
合

申
請
が
必
要
と
な
り
、
申
請
が
あ
っ
た
屋

外
広
告
物
に
該
当
す
る
自
家
広
告
物
、
案

内
用
看
板
に
つ
い
て
は
、
土
岐
津
65
件
、

下
石
38
件
、
妻
木
11
件
、
鶴
里
７
件
、
曽

木
３
件
、
駄
知
８
件
、
肥
田
23
件
、
泉
95

件
、
合
計
２
５
２
件
。

　
看
板
等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
。

　

安
全
と
い
う
面
だ
け
で
、
歩
行
者
の
方
に

支
障
が
あ
る
と
か
、
安
全
点
検
に
つ
い
て
は
、

更
新
申
請
の
時
か
ら
必
要
と
な
り
、
や
ら
な
い

と
次
回
の
更
新
は
で
き
な
い
。
指
導
は
毎
月
、

市
の
職
員
が
屋
外
広
告
物
を
巡
回
し
て
お
り
、

危
険
が
あ
れ
ば
申
請
者
に
報
告
し
て
い
る
。

　
補
助
金
等
を
活
用
し
た
看
板
に
つ
い
て
。

　
看
板
の
た
て
替
え
、
維
持
補
修
に
つ
い
て

は
土
岐
市
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
補
助

金
が
あ
り
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
生
活
に

係
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
市
民
が
行

◆
「
広
報
と
き
」
の
発
行
に
つ
い
て

　
発
行
に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て
「
印
刷

代
、
配
送
費
、
配
布
謝
礼
金
」
な
ど
の
内

訳
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
費
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
印
刷
代
、
運

送
業
者
に
委
託
し
町
内
会
長
へ
の
配
布
の

委
託
料
、
町
内
会
長
に
よ
る
広
報
配
布
へ

の
謝
礼
金
と
な
り
ま
す
。
謝
礼
金
に
つ
き

ま
し
て
は
、
広
報
と
一
緒
に
各
種
配
布
物

を
一
括
し
て
配
布
し
て
頂
い
て
い
る
こ
と

も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
土
岐
市
と
同
様
に
発
行
を
月
に
２
回
以

上
発
行
し
て
い
る
市
は
ど
の
ぐ
ら
い
あ
り

ま
す
か
。

　
岐
阜
県
下
で
は
６
市
が
月
に
２
回
発
行

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
発
行
回
数
を
月
１
回
に
さ
れ
る

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
「
６
月
議
会
」
で
の
ご
指
摘
や
、
連
合

自
治
会
な
ど
の
代
表
者
の
方
々
と
実
施
し

た
「
広
報
広
聴
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
会
」
に
て
月
１
回
発
行
へ
の
肯
定
的

な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
ふ
ま

え
、
月
１
回
発
行
に
つ
い
て
早
急
に
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

う
公
共
性
、
公
益
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
活
動
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
情
報
発
信
・
観
光
大
使

等
の
発
信
力
に
つ
い
て
。

　
市
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
情

報
発
信
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
市
の
観
光

協
会
に
お
い
て
、
情
報
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
情
報
発
信
は
し
て
い

る
。
観
光
大
使
に
つ
い
て
は
相
手
も
あ
る

の
で
、
そ
の
可
否
を
含
め
今
後
の
検
討
課

題
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
に
つ
い
て
、
昨
年

４
月
か
ら
家
庭
ご
み
の
処
理
手
数
料
の
有

料
化
が
始
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　
平
成
30
年
度
の
同
時
期
比
較
で
約
４
・

８
％
の
減
量
と
な
っ
て
お
り
、
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
、

大
変
感
謝
し
て
い
る
。
た
だ
、
有
料
化
後

１
年
以
上
が
経
過
し
て
、
前
年
を
上
回
る

月
も
出
て
き
て
い
る
状
況
で
、
引
き
続
き

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
資
源
ご
み
の
年
間
収
入
に
つ
い
て
。

　
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
へ
搬

出
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
有
償
排
出
金
配

分
で
、
こ
の
数
字
を
合
計
し
た
も
の
が
、

29
年
度
で
１
８
７
４
万
円
、
30
年
度
で
約

１
７
７
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
高
齢
者
家
庭
の
ご
み
の
種
類
に
つ
い
て
。

　
国
の
制
度
で
高
齢
者
世
帯
に
対
す
る
ご

み
出
し
支
援
と
い
う
制
度
が
創
設
さ
れ
、

実
態
調
査
を
し
、
検
討
し
た
い
。

◆
児
童
館
の
今
後
に
つ
い
て

　
土
岐
市
の
児
童
館
設
置
場
所
及
び
各
施

設
の
築
年
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
児
童
館
が
、
土
岐
津
町
、
妻
木
町
、
泉

町
の
３
か
所
。児
童
セ
ン
タ
ー
が
下
石
町
、

駄
知
町
、
肥
田
町
の
３
か
所
に
ご
ざ
い
ま

す
。
築
年
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、土
岐
津
、

妻
木
、
泉
児
童
館
が
50
年
ほ
ど
経
過
し
て

お
り
ま
す
。
各
施
設
に
２
、３
名
の
職
員

を
配
置
し
、
年
間
７
千
人
か
ら
１
万
７
千

人
ほ
ど
の
方
々
が
利
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
耐
震
性
及
び
老
朽
化
に
つ
い
て
問
題
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
耐
震
性
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
準
値
を

上
回
っ
て
お
り
問
題
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
建
設
後
40
年
以
上
経
過
し
て
い
る
建

物
に
つ
い
て
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
皆
様
が
安
心
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
優
先
順
位
等
を
考
慮
し
、
修

繕
や
改
良
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

西尾　隆久

鈴木　正義

妻木児童館
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◆
人
と
動
物
の
共
生
社
会
を
め
ざ
し
て

　
本
市
の
野
良
猫
対
策
の
現
状
は
。

　
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律

で
、
動
物
所
有
者
の
責
務
と
し
て
、
終
生

適
切
な
飼
育
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
啓
発
し
て

い
る
。

　
近
年
の
苦
情
件
数
と
苦
情
内
容
は
。

　
30
年
度
、
５
件
。
今
年
度
、
５
件
。

　

内
容
は
、
野
良
猫
に
餌
付
け
を
し
て
、

敷
地
内
に
ふ
ん
尿
を
し
て
困
る
と
い
う
相

談
が
多
い
。
相
談
対
応
に
は
、
市
の
職
員

と
保
健
所
の
職
員
の
２
名
で
現
地
へ
伺

う
。

　
野
良
猫
を
含
む
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費

用
の
助
成
の
お
考
え
は
。

　
国
の
情
報
等
を
注
視
し
た
中
で
検
討
し

て
い
く
。

◆
お
も
い
や
り
駐
車
場
に
つ
い
て

　
ぎ
ふ
清
流
お
も
い
や
り
駐
車
場
の
利
用

証
の
交
付
対
象
者
へ
の
周
知
方
法
は
。

　
市
役
所
関
係
窓
口
で
の
チ
ラ
シ
配
布
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
、
10
月
15
日
号
の
広
報
に

て
関
連
記
事
を
掲
載
し
周
知
し
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
は
。

　
利
用
証
に
有
効
期
限
が
あ
る
た
め
、
更

新
さ
れ
な
い
で
利
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
又
は
、
利
用
者
間
、
利

用
者
と
施
設
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
心
配
し
て
い
る
。

◆
人
生
１
０
０
年
時
代
の
健
康
づ
く
り

　
本
市
の
フ
レ
イ
ル
予
防
の
現
状
は
。

　
公
民
館
10
ヶ
所
で
行
っ
て
い
る
、
は
つ

ら
つ
元
気
塾
、
地
域
の
集
会
所
等
で
の
地

域
は
つ
ら
つ
元
気
塾
を
開
催
し
て
い
る
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
運
動
機
能

の
向
上
講
座
、
栄
養
講
座
、
口
腔
機
能
向

上
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

　
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て
、
高
齢
者

健
康
都
市
を
目
指
す
フ
レ
イ
ル
予
防
の
推

進
に
つ
い
て
、市
長
の
決
意
を
伺
い
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
に
突
入
い
た
し
ま
し
て
、

市
民
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
フ
レ

イ
ル
予
防
は
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
。
来

年
度
か
ら
フ
レ
イ
ル
検
診
も
始
ま
る
。
今

後
、
全
世
代
型
の
健
康
延
伸
事
業
に
、
全

庁
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

水石　玲子

◆
運
転
免
許
証
自
主
返
納
事
業
に
つ
い
て

　
近
年
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
る
中
、
土
岐
市
で
は
、
平

成
30
年
４
月
よ
り
高
齢
者
の
運
転
免
許
証

の
返
納
支
援
を
目
的
と
し
て
免
許
証
返
納

者
へ
バ
ス
回
数
券
若
し
く
は
タ
ク
シ
ー
回

数
券
を
交
付
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
今
年
度
、
既
に
前
年
度
を
上
回
る
交

付
実
績
と
な
っ
て
い
る
が
、そ
の
要
因
は
。

　
大
き
な
要
因
と
し
て
は
、
高
齢
者
に
よ

る
自
動
車
事
故
が
、
連
日
報
道
機
関
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
５
月
１
日

号
「
広
報
と
き
」
で
運
転
免
許
証
の
自
主

返
納
に
つ
い
て
大
き
く
掲
載
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
件
数
が
伸
び
た
と
考
え
て
い

る
。

　
市
が
税
金
を
投
入
し
て
、
免
許
証
の
返

納
を
促
進
す
る
の
に
は
、
限
度
が
あ
る
。

全
国
的
に
は
、
企
業
独
自
に
食
材
の
宅
配

や
灯
油
の
配
達
を
サ
ー
ビ
ス
で
行
う
な

ど
、
地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
事
例

も
見
受
け
ら
れ
る
。
土
岐
市
で
も
、
企
業

独
自
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
な
ど
、
企
業
に
働
き
か
け
を
し
、
地

域
全
体
で
免
許
証
返
納
の
促
進
を
図
る
よ

う
取
り
組
ん
で
み
て
は
ど
う
か
。

　
こ
の
地
方
で
も
、
路
線
バ
ス
の
運
賃
が

半
額
に
な
る
制
度
を
開
始
す
る
な
ど
企
業

に
よ
る
支
援
の
動
き
が
広
が
り
つ
つ
あ

る
。
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会
全

体
で
運
転
免
許
証
の
返
納
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。

◆
地
域
交
通
に
つ
い
て

　
駄
知
町
で
は
、
今
年
の
６
月
か
ら
、
駄

知
町
内
会
連
合
会
、
土
岐
市
と
東
鉄
タ
ク

シ
ー
の
共
同
運
行
に
よ
る
「
駄
知
ど
ん
ぶ

り
バ
ス
」の
運
行
が
始
ま
っ
た
が
課
題
は
。

　
現
在
、
市
の
補
助
金
、
運
賃
収
入
、
広

告
収
入
だ
け
で
運
行
経
費
を
賄
う
ま
で
に

は
至
ら
な
い
た
め
、
地
元
自
治
会
か
ら
の

負
担
金
で
欠
損
分
を
補
て
ん
し
て
い
る
。

利
用
者
数
を
増
や
す
こ
と
や
広
告
収
入
等

の
営
業
外
収
入
を
増
や
す
こ
と
が
課
題
と

考
え
て
い
る
。
ダ
イ
ヤ
改
正
や
停
留
所
の

検
討
な
ど
、
町
民
が
使
い
や
す
い
も
の
に

し
て
い
く
こ
と
や
広
告
収
入
等
を
増
や
す

た
め
の
営
業
活
動
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
仮
に
下
石
で
同
様
の
事
業
を
展
開
し
て

行
こ
う
と
し
た
場
合
、
地
域
性
か
ら
問
題

と
な
る
こ
と
は
何
か
。

　
下
石
町
は
、
民
間
の
バ
ス
が
東
西
南
北

方
向
に
運
行
し
て
お
り
、
民
間
路
線
と
重

複
し
な
い
よ
う
、
ま
た
、
町
民
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
地
域
路
線
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

杉浦　司美

おもいやり駐車場


